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よみがえる古事記の世界 ドイツから駆け付ける菅井円加、日本を代表する舞踊家達による「古事記」。
魂を揺さぶる和太鼓の響き。かつてない興奮の舞台をお届けします。

いにしえと今を結ぶ清浄なる雅楽の響き

一部～三部に映像を投影

地元の出雲国若手神職による清めの「神事」としての演奏で幕開け。
島根県の神社に奉納されたマークエステルの作品映像を背景に投映。

東儀家の奏者が心を込めて捧ぐ。歴史を超え、
受け継がれた篳篥、笙、龍笛の美しい音色。

「古事記」をテーマに描く画家マークエステルの作品世界を舞台芸術化。
溢れる色彩が舞台に命を吹き込み、神話の世界へと誘います。
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